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3　学習システム【学習システムの導入から安定まで】

2　生活システム【黄金の三日間とその後のアップデート】

1　「黄金の三日間」は年間を通して機能する

アップデートするしくみとルール

年間を見通した

黄金の 2024年
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１　

四
月
号
は
「
黄
金
の
三
日
間
」
の
宝
庫

本
誌
で
は
毎
年
四
月
に
「
黄
金
の
三
日
間
」

を
特
集
し
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
四
月
号
を
一
覧
し
て
い
く
だ
け
で
、

新
学
期
準
備
は
ほ
ぼ
網
羅
で
き
ま
す
。

過
去
の
特
集
の
テ
ー
マ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
五
年　

三
日
間
の
学
級
づ
く
り

（
二
〇
一
六
年
は
別
テ
ー
マ
）

二
〇
一
七
年　

図
解
で
徹
底
解
剖

二
〇
一
八
年　

と
っ
て
お
き
の
進
行
台
本

二
〇
一
九
年　

い
い
ク
ラ
ス
を
創
る
秘
訣

二
〇
二
〇
年　

最
初
の
授
業
学
年
別
一
覧

二
〇
二
一
年　

コ
ロ
ナ
対
応
の
新
年
度

二
〇
二
二
年　

向
山
の
黄
金
の
三
日
間

二
〇
二
三
年　

新
年
度
の
シ
ス
テ
ム
作
り

…こ
う
し
た
特
集
を
ス
ト
ッ
ク
し
、
毎
年
参
照

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

２　

三
日
間
だ
け
じ
ゃ
な
い
「
黄
金
の
三
日
間
」

と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、

三
日
間
は
な
ん
と
か
な
る
。
で
も
、
一
学

期
後
半
に
な
る
に
つ
れ
て
綻
び
が
…

と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

黄
金
の
三
日
間
と
は
本
来
、

年
間
を
通
し
て
ク
ラ
ス
を
安
定
さ
せ
る

そ
の
た
め
の
方
策
で
す
。

三
日
間
の
指
導
が
、
年
間
を
通
し
て
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

つ
な
が
っ
て
い
く
、
と
い
う
の
は
「
放
置
し

て
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
手
な
先
生
は
適
切
な
「
追
い
か
け
指
導
」

を
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
ク
ラ
ス
が
徐
々
に
崩
れ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
う
し
た
「
追
い

か
け
指
導
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
て
い
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
当
番
活
動
は
三
日
間
で
し
っ
か
り

と
作
り
上
げ
ま
す
。

１　

仕
事
の
内
容
を
明
確
に
す
る
。

２　

担
当
す
る
子
を
明
確
に
す
る
。

ま
ず
、
こ
の
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
子
供
た
ち
へ
の
関
わ

り
も
ま
た
、
大
切
で
す
。

３　

教
え
て
褒
め
る
。

４　

子
供
た
ち
を
励
ま
す
。

５　

で
き
た
こ
と
を
褒
め
る
。

６�　

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
見
付
け
さ
せ

る
。

７　

ど
う
し
た
ら
良
い
か
考
え
さ
せ
る
。

８　

時
に
は
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
黄
金
の
三
日
間
に
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
「
追
い

か
け
指
導
」
も
効
果
が
あ
る
わ
け
で
す
。

効
果
的
な
「
追
い
か
け
指
導
」
は
、
係
活
動

の
指
導
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ス
ル
ー
ル
の
指
導

で
も
、
学
習
シ
ス
テ
ム
の
指
導
で
も
存
在
し
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
指
導
方
法
を
、
実
力
派
の
先

生
方
に
公
開
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１　

学
級
担
任
に
よ
る
黄
金
の
三
日
間

学
級
経
営
及
び
授
業
経
営
に
お
け
る
黄
金
の

三
日
間
の
組
立
て
に
つ
い
て
は
本
誌
二
〇
二
三

年
四
月
号
等
で
詳
述
し
て
き
た
。
よ
っ
て
、
こ

こ
で
は
省
く
。
で
は
何
を
書
く
か
。

年
度
初
め
、
校
長
の
指
示
に
よ
り
学
級
開
き

に
つ
い
て
全
職
員
を
相
手
に
五
〇
分
間
の
講
座

を
も
っ
た
。
そ
の
資
料
を
基
に
ポ
イ
ン
ト
を
補

足
的
に
語
る
こ
と
に
す
る
。

左
ペ
ー
ジ
に
当
日
配
付
し
た
資
料
を
掲
載
す

る
。
出
勤
直
後
の
二
〇
分
ほ
ど
で
一
気
に
書
き

上
げ
た
。
あ
え
て
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
デ
ー

タ
等
を
使
用
せ
ず
手
書
き
に
し
た
の
に
は
訳
が

あ
る
。
準
備
も
な
く
さ
っ
と
書
き
上
げ
た
内
容

は
、
私
の
頭
に
常
々
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

重
要
度
を
疑
う
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
借

り
物
で
は
伝
わ
ら
な
い
。

「
年
間
を
見
通
し
た
『
黄
金
の
三
日
間
』」
と

い
う
点
に
お
い
て
は
四
角
の
一
、
二
番
が
該
当

す
る
。
十
分
な
準
備
を
し
て
三
日
間
を
過
ご
し

て
も
、
指
導
し
た
内
容
を
教
師
自
身
が
忘
れ
、

そ
の
後
評
価
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
往
々

に
し
て
あ
る
。
本
当
に
大
事
な
の
は
「
四
日
目

以
降
」
な
の
で
あ
る
。
三
日
間
で
教
え
た
こ
と

を
「
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
」、
そ
の
営
み

に
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
む
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
個
々
人
及
び
集
団
の
状
況
に
応
じ

て
微
修
正
し
て
い
く
技
術
も
重
要
で
あ
る
。

２　

教
務
主
任
に
よ
る
「
職
員
室
の
黄
金
の
三
日
間
」

三
〇
代
後
半
、
五
年
間
に
わ
た
り
教
務
主
任

兼
研
究
主
任
を
務
め
た
。
毎
年
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
構
築
し
た
「
職
員
室
の
黄
金
の
三

日
間
」
の
組
立
て
を
示
す
（
二
〇
一
五
年
度
の

年間を見通した黄金の三日間準備の勘所
３日目以降の「評価」を大切にしよう。言って終わりでは駄目だ。方針や方策が現実と合
わなくなったとき、微修正をかけていく柔軟性が要る。

「黄金の三日間」は年間を通して機能する

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき
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も
の
）。

⑴
　
黄
金
の
一
日
目

四
月
一
日
㈬
八
：
一
五
転
入
職
員
書
類
作
成

九
：
〇
〇
市
着
任
式　

学
校
に
残
る
職
員
は
各

自
教
材
選
択
や
分
掌
事
務
等
を
進
め
る
。
一

一
：
二
〇
着
任
式
か
ら
戻
っ
た
校
長
が
転
入
職

員
を
引
率
し
、
職
員
・
生
徒
（
部
活
動
で
登
校

し
て
い
る
生
徒
）
で
作
る
花
道
を
通
る
。
一

一
：
三
〇
歓
迎
会
＆
昼
食
会　

一
三
：
〇
〇

諸
事
務　

一
三
：
三
〇
第
一
回
職
員
会
議
（
校

長
・
教
頭
・
教
務
主
任
の
み
提
案
。
お
よ
そ
一

六
項
目
）　

一
五
：
〇
〇
学
年
会

⑵
　
黄
金
の
二
日
目

四
月
二
日
㈭
八
：
三
〇
第
二
回
職
員
会
議

（
教
務
主
任
・
各
分
掌
か
ら
提
案
。
お
よ
そ
二

四
項
目
）　

一
〇
：
三
〇
職
員
室
大
掃
除
＆

机
・
椅
子
・
ロ
ッ
カ
ー
移
動　

一
三
：
〇
〇  

第
一
回
職
員
研
修
①
健
康
上
配
慮
を
要
す
る
生

徒
の
情
報
共
有
（
養
護
教
諭
）
②
生
徒
指
導
上

課
題
の
あ
る
生
徒
の
情
報
共
有
（
生
徒
指
導
主

事
）
③
学
習
面
・
行
動
面
・
心
理
面
で
特
別
な

支
援
を
要
す
る
生
徒
の
情
報
共
有
（
教
育
相
談

主
任
・
特
支
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
一
五
：
〇

〇
児
童
養
護
施
設
職
員
と
の
合
同
研
修　

一

六
：
〇
〇
学
年
会

⑶
　
黄
金
の
三
日
目

四
月
三
日
㈮
八
：
三
〇
部
活

顧
問
顔
合
わ
せ

一
〇
：
〇
〇
第
一
回
教
科
・
領

域
部
会　

一
三
：
〇
〇
学
年
会

こ
こ
ま
で
で
運
営
上
の
重
要
事

項
の
ほ
と
ん
ど
を
決
め
る
。
だ
か

ら
各
学
年
、
各
担
任
が
動
き
出
せ

る
。四

日
目
は
、
会
議
等
を
一
切
入

れ
な
い
。「
み
ん
な
で
年
休
日
」

と
名
付
け
た
が
、
年
計
作
り
や
授

業
準
備
等
を
進
め
る
た
め
の
一
日

で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
五
月
ま

で
職
員
会
議
は
な
い
。
必
要
が
生

じ
れ
ば
行
え
る
よ
う
、
日
程
の
み

確
保
し
て
お
く
が
、
必
要
に
な
っ

た
例
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
記
録
を
叩
き
台
と

す
る
こ
と
で
、
読
者
の
学
校
運
営
参
画
が
進
む
。

務
め
と
し
て
提
起
し
て
お
く
。


